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川村学園女子大学 教職課程認定学部・学科一覧 

 

・文学部（国際英語学科、心理学科、史学科、日本文化学科） 

・教育学部（幼児教育学科、児童教育学科） 

・生活創造学部（生活文化学科） 

 

 

 

大学としての全体評価 

 

 川村学園女子大学では、建学の理念である「自覚ある女性」「社会への奉仕」

の実現のため、教員養成に力を注いできました。大学全体では自己点検を重ねて

来ましたが、教職課程に特化した自己点検も昨年から開始しました。本年も概ね

目標を達成しており、自己点検としては合格と判断します。 

 しかし各養成課程の特徴ある、効果を生んでいる教育実践が、教員間で全ては

共有されていないという課題は依然存在しています。その改善に早急に取り組む

必要があります。ICT の活用も益々図る必要があります。 

 このような課題発見のためにも、今後も、自己点検を含めた PDCA をよりよく

展開していきたいと考えております。 

 

            川村学園女子大学 

                         学長 西川 誠 
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Ⅰ 教職課程の現況及び特色 

  

１．現況 

（1）大学名：川村学園女子大学 

（2）学部名：文学部、教育学部、生活創造学部 

（3）所在地：千葉県我孫子市下ヶ戸 1133 番地（文学部国際英語学科以外） 

        東京都豊島区目白 3-1-19（文学部国際英語学科） 

(4)学生数及び教員数（令和 5（2023）年 5 月 1 日現在） 

  学生数 文学部：教職課程履修者 43 人／学部 447 人 

教育学部：教職課程履修者 152 人／学部 171 人 

生活創造学部：教職課程履修者 28 人／学部 225 人 

   教員数 文学部：教職課程科目担当 21 人／学部全体 29 人 

教育学部：教職課程科目担当 19 人／学部全体 19 人 

生活創造学部：教職課程科目担当 9 人／学部全体 20 人 

       （内、教育委員会との交流人事 0 人） 

 

２．特色 

川村学園女子大学は、文学部、教育学部、生活創造学部の 3 学部（8 学科）、大学院人

文学研究科（3 専攻）から成る私立総合大学である。我孫子キャンパスと目白キャンパス

の二つのキャンパスで、843 名の学生が学んでいる。小規模の大学だからこそ可能なきめ

細やかで丁寧な教育を特色としている（ホームページ「本学の強み」）。教職課程において

も少人数での指導が中心であり、このことは、後述する自己点検評価においても明らかな

ように、本学の教職課程で学ぶ上での大きなメリットとなっている。教職課程は、表１の

通り設置されている。 

 毎年の教員免許状取得者は年度によってばらつきはあるものの、およそ 100 名程度で推

移している。このうち教育学部の卒業生を中心に教員を輩出している。そのほとんどが千

葉県や茨城県で教職に就いており、地域社会の発展に寄与している。 
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表 1 学科における取得免許状一覧 

 

さらに本学では、所属する学科において取得できる教員免許を基礎免許として、他学科

の免許を取得することも可能である。教育学部児童教育学科の学生が小学校一種免許状の

他に中学校一種免許を取得するなど、この制度を利用して毎年複数の学生が二つの免許を

取得している。この制度は、現在、教員養成改革において小学校教諭と中学校教諭の両免

併有が促進されていることに鑑みても、学生の教職キャリア支援に資する、本学の教職課

程の特色と言えるだろう。 

 

学部 学科 幼稚園一種 小学校一種 中学校一種 高等学校一種 栄養教諭二種

国際英語学科 英語 英語

史学科 社会 地理歴史

心理学科 公民

日本文化学科 国語 国語

幼児教育学科 〇

児童教育学科 〇

生活創造学部 生活文化学科 家庭 家庭 〇

文学部

教育学部
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Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検評価  

基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 

基準項目１－１ 教職課程教育の目的・目標の共有 

〔現状説明〕 

川村学園は、大正 13（1924）年川村文子によって創設された「川村女学院」を母体と

し、「感謝の心」を基盤とした「自覚ある女性」の育成による「社会への奉仕」を教育理

念として教育活動を行ってきた。昭和 63(1988)年に開設された川村学園女子大学もこの

理念を受け継ぎ、女子教育に携わってきた。知的能力の向上を前提として学生個々人の人

間性の調和ある発達と自らの社会的使命を自覚し社会の有用な一員になり得る人材養成を

目指している。各学科の教育課程においても、建学の教育理念をもとに、以下で述べるよ

うな教員養成に対する理念や求める教員像が定められている。 

文学部国際英語学科では、英語力と国際的な視点を備えたコミュニケーション力をも

ち、生徒たちに英語運用能力だけでなく、異文化への関心や理解、国際社会を見る目を身

につけさせることができる教員の育成を目指している。史学科では、各地域・時代の歴

史・地理に関する知識を基に、現代社会の諸問題の解決に応用し得る実践的技能と創造的

思考力を身につけ、歴史学地理学を学習することの個人的社会的な意義を伝えられる教員

養成を目指している。心理学科では、人および社会の特質、成り立ちと今日的問題につい

て学習し、現代の社会とそこに生きる人間をよく理解し教育できる教員の養成を目指して

いる。日本文化学科では日本の文学、言語、伝統・文化を深く理解し、様々な視点から日

本文化を捉えられる国語科教員の育成を目指している。 

教育学部幼児教育学科では、幼児教育者としての専門性だけでなく人間として生きる基

礎力を有し、幼児および保護者への共感的理解のできる教員の育成を目指している。児童

教育学科では、学校における問題が多様化・複雑化するなかで、時代に対応した実践力の

ある小学校教員を育成することを目指している。 

生活創造学部生活文化学科では、生活者・消費者として生活全般を見渡せる社会学的素

養と豊かな生活を創造する実践力を有し、現代社会が抱える生活の諸問題を考察し、問題

解決ができる家庭科教員育成を目指している。栄養教諭の養成においては、児童生徒を取

り巻く課題を踏まえ、望ましい食習慣の形成を促し、食文化の継承、自己管理能力の育

成、豊かな心、社会性を身に付けた教員の養成を目指している。 

〔長所・特色〕 

上記の理念や教員像の教職員・学生間の共有、学修成果の可視化について、いくつかの

方法を通して、その実現に努めている。 
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① カルテと呼ぶポートフォリオの活用を行っている。児童教育学科では入学時、中高教

職課程では教職課程履修開始時に「教職課程履修カルテ」を配布し、教職理解の一環

として教師像について考えるために活用している（資料１－１－１）。幼児教育学科

では「保育・教職実践演習カルテ」で育むべき学修成果を可視化している。「栄養教

諭履修カルテ」においても、ふさわしい栄養教諭について考えられるように工夫して

いる。 

② 教職課程を履修する学生と、教職センターの教職員が出席する教職課程ガイダンスを

定期的に行い、本学として求める教員像等の周知をしている。 

③ シラバスで各授業について、ディプロマポリシーとの関連や、学修成果を可視化して

いる（資料１－１－２）。 

④ 授業こそが、そうした理念・教員像を実現するために最も重要な場である。各学科と

もそれを体現するために構築されたカリキュラムを有しており、それに沿った教員養

成を目指している。各学科の授業での取り組みの具体例を挙げる。 

   コア・カリキュラムの各分野に該当する専門科目について説明し、大学英語教育

学会編の『言語教師のポートフォリオ』を配布し、将来の教師像や教職に必要な項

目の習得状況を記入させ、省察できるようにしている（国際英語学科）。実践的技

能・創造的思考力・論理的思考法や発信力を養うために発表と討論の経験を積ませ

ている（史学科）。社会心理学・発達心理学・臨床心理学分野の学修を通し、他者と

の共生による社会への参加、定型・不定型発達の特徴・課題や現代青年の心身の問

題を理解し、支援できることを目指す（心理学科）。日本の伝統や文化を理解し、世

界に発信できる実践力養成の科目、さらに美術、伝統芸能、民俗などに関する科目

群を設け、国語教育の背景となる日本文化を多様な視点から学習する（日本文化学

科）。 

「幼児教育体験学習」において、様々な共同作業を通じて目標とする保育者像の実

現を目指す（幼児教育学科）。積み上げ型で小学校の各教科と教育法を履修していく

とともに、１年次から学校体験を重視し、理論と実践の往還に努めている（児童教

育学科）。 

家庭科教員として、変容する社会を理解し、ライフデザインを構築できる力、衣・

食・住・家庭分野での生活の質やマネジメントを探求する力、食に関する専門的な

技能・能力を有することを目指している。栄養教諭では、栄養、健康、食品、学校

給食に関連する基礎的知識、技能の習得とともに、目指す栄養教諭像等について対

話による学びを深めている（生活文化学科）。 
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〔取り組み上の課題〕 

上記の通り、本学の教職課程においては、ポートフォリオ、ガイダンス、シラバスなど

での理念や教師像の学生への具体的提示を実施し、授業においてそれらの理念や教師像に

沿った教員を養成するために様々な工夫が行われている。したがって、学生は具体的な目

標やラーニング・アウトカムが示されることで、見通しをもって学ぶことができ、なおか

つ自らの学びを省みながら学習を進めていける。 

しかしながら、教員間で教職課程の理念や教師像の共有を組織的に行っているかという

点に関しては課題が残る。もちろん、各学科の学科会議や教員間の日々の関わりの中で自

然と共有されていると考えることもできるし、教育学部幼児教育学科では、関係教職員が

教職課程の目的・目標を共有するため月に 1 回以上の実習担当教職員ミーティングを開

き、生活文化学科でも家庭科の目標及び目指す教師像を共に認識するために定期的に勉強

会を開いている。教職課程の理念の共有を前提として、各教員が教育を改善していくこと

が求められていることに鑑みれば、教職センターでの全体的共有、上記２学科以外の学科

においてこのような理念や教師像を共有するための場を意識的に設ける試みが行われても

よいと思われる。これに関連して、学科間やセンター員同士での情報共有を促進するため

の新たなミーティングを準備中である。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－１－１： 中高教職課程「教職課程履修カルテ」（『令和 5 年度教職課程自己点

検評価報告書データ集』データ１） 

・資料１－１－２：中高教職課程「教職論」のシラバス（『令和 5 年度教職課程自己点検

評価報告書データ集』データ２） 

 

基準項目１－２ 教職課程に関する組織的工夫 

〔現状説明〕 

本学の教職課程には、教職課程認定基準における必要担当者数を上回る専任教員を配置

し、教職センターを中心に研究者教員・実務者教員・事務職員が連携し、協働して教職課

程を運営する体制が整っている（資料１－２－１）。同センターは、運営会議で年間の活

動計画を立案し、学生に対して個別相談や指導等の支援、履修指導、教員採用試験に向け

た対策支援や情報提供、教員免許状の一括申請に関する業務、地域や教育委員会との連携

等を担っている（資料１－２－２）。また、毎年『教職センター年報』を発行し、所属す

る教員が論文・教育実践等を発表・共有できる。 
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他に、教職課程に関わる組織として、学長の諮問機関である教職課程委員会が教職課程

の円滑な運営を図るために設置され、教職科目の編成や、教育実習の計画・指導等を担っ

ている。 

前期と後期に実施している授業評価アンケートの活用も教員の質向上のための組織的取

り組みとして挙げられる。評価内容は、「授業の進め方」に関する７項目、「学生の行動・

理解」に関する６項目と自由記述から成り、今年度の授業を改善するための客観的なデー

タの一つである（資料１－２－３）。また、全教員が前・後期提出するティーチングポー

トフォリオも、授業改善に資する取り組みとなっている（資料１－２－４）。   

また、FD や SD も教職課程を組織的かつ協働的に履行するための重要な取り組みであ

る。普段教職課程に関わることがほとんどない教職員に教職課程への理解を深めてもらう

重要な機会となっている。令和５（2023）年度は、11 月 22 日に「教職課程自己点検評価

について－ICT 活用の取り組みを中心に－」というテーマで、全学の教員が参加する形で

FD が行われた（資料１－２－５）。 

 教職課程の質向上としては、教育が有効に機能するための施設・設備の整備も重要であ

る。ICT 教育環境の適切な整備として、iPad を学生全員に配布し、Microsoft 365 のアカ

ウントを教職員・学生に付与し、Teams をはじめとしたアプリを活用できる環境を導入し

ている。教職課程の授業においても、授業そのものを円滑に進めるだけではなく、教員の

資質として求められる ICT 活用のスキルを身につけるためのツールとして、様々な形で活

用されている。 

〔長所・特色〕 

 ICT 教育環境の整備の結果として、iPad や、Teams や PowerPoint といったアプリを用

いた円滑な ICT 教育が可能となっている。Teams による資料配布や課題提出（各学科）、

模擬授業等でのパワーポイント活用の指導（国際英語学科、史学科、幼児教育学科、児童

教育学科、生活文化学科）が挙げられる。また、特色ある例としては、「英語科教育法」

PC から東京学芸大学の 21CoDOMoS を視聴して、実際の授業の様子を学習したり、「リスニ

ング」等での音声ファイルの共有と習熟度に合わせた学習をしたりといった工夫（国際英

語学科）、「国語科教育法Ⅲ・Ⅳ」での板書のシェア、授業中の意見集約や模擬授業の授業

評価シートの集約・共有での ICT 活用（日本文化学科）、配布資料やスライドを事前公開

することによる予習・復習の促し（心理学科）、制作物の経過記録や教材製作での iPad 活

用、双方向型の学修ノートの提出での Teams 活用（幼児教育学科）、「理科」「理科教育

法」におけるプログラミング（MESH・Scratch・micro:bit）の利用、「理科教育法」デジ

タル教科書の演示（児童教育学科）、フェイク動画を学生が探してきて、授業中に比較検
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討し正しい情報の選択の仕方を学ぶ授業（生活文化学科［家庭科教員養成］）、独立行政法

人教職員支援機構で配信されている動画を活用、演習用ツール「食育プラインニングシー

ト」を提示し、グループワークを進め、よりよい授業のあり方について検討する授業（生

活文化学科［栄養教諭養成］）などが挙げられる。 

 

〔取り組み上の課題〕 

授業評価アンケートでは、IR センターによる分析が FD において示されるため、教職課

程の枠に囚われずに大学全体の中で自らの授業実践を捉えることができる。また、教職課

程科目とそれ以外の科目との比較において分析することも可能となる。たとえば、「教員

の熱意」や「学びへの意欲（もっと勉強したい）」「受講態度の積極性」などにおいて、全

学と比較した場合、多くの学校種の履修生が肯定的に評価している一方で、「速さの適切

さ」「理解度に沿っているか」といった項目では、同じか下回る結果も散見される。（資料

１－２－３）。 

教員が教職課程の授業改善につなげ、理念や教師像を共有し、それに向けた教育に関す

る情報を得るには、授業評価アンケートの上記の質問項目では不十分な場合がある。上記

課題をより詳しく分析するために質問項目の適切な設定を行い、より実質的な授業改善に

つなげていくことが求められている。 

また、ICT 環境については課題が残る。ひとつは、環境が整備されても、活用が不十分

な点である。iPad、Microsoft Teams を活用した資料配付、アクティブ・ラーニングの実

践例は多かった。他方、電子黒板を利用する科目は、「理科教育法」など少数に留まる。

また、デジタル教科書を取り扱う科目も、「理科教育法」「算数科教育法」などに限られ

る。現在、ICT 環境の導入が急速に進んでおり、こうした機器や教材にはアナログ教材と

は異なる特有の用い方がある。それを熟知していれば、その特性を十分に発揮した授業を

行うことができる。したがって、教職課程の学びにおいて、それらの扱いに慣れておく必

要があり、教員が積極的に授業に導入することが求められているといえよう。とはいえ、

環境面を十全に整備することには制約もある。そのような中でも、たとえば電子黒板がな

い教室でも、「英語科教育法」で行われているように、Call 教室の PC 画面を電子黒板の

ように使用する機能を使い電子黒板の活用方法を学ぶといった工夫は可能である。また、

経済的な理由から全科目にデジタル教科書を一度に導入するのは難しいため、教職課程を

学ぶ全学生が履修する「情報通信技術の活用」等の科目で、デジタル教科書の扱い方に習

熟できるようにするなどの方策が考えられる。他には、ロイロノートなど実際に学校現場
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で活用されているアプリを確認し、その実践的利用を推進するが必要である声も聞かれ

た。これもまた、教職課程として組織的に取り組むべき課題と言えるだろう。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－２－１：川村学園女子大学「令和 4 年度 自己点検・評価報告書」

p.56 

（URL: https://www.kgwu.ac.jp/wp-content/uploads/2023/10/2022jikotenken.pdf） 

・資料１－２－２：「川村学園女子大学ホームページ 教職センター」 

（URL: https://www.kgwu.ac.jp/campuslife/teacher_center/） 

・資料１－２－３：「令和 4 年度 授業評価アンケートの分析」 

(URL: https://www.kgwu.ac.jp/wp-content/uploads/2023/06/2022_-jyugyouhyouka.pdf

および『令和 5 年度教職課程自己点検評価報告書データ集』データ３） 

・資料１－２－４：「川村学園女子大学ホームページ：。ティーチング・ポートフ

ォリオ」 

（URL: https://www.kgwu.ac.jp/guide/disclosure/ircenter/ティーチングポートフ

ォリオ/） 

・資料１－２－５：FD「令和 5 年度教職課程自己点検評価について」資料（2023

年 11 月 22 日）（『令和 5 年度教職課程自己点検評価報告書データ集』データ４） 

 

https://www.kgwu.ac.jp/campuslife/teacher_center/
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基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

基準項目２－１ 教職を担うべき適切な学生の確保・育成 

〔現状説明〕 

 本学の教職課程においては、教職を担うべき適切な学生を確保・育成するために、教職

センターが中心となって様々な取り組みを行っている。定期的に開催される「教職課程ガ

イダンス」によって教職への理解と自覚を深め、教育実習の履修基準を明確に示し（資料

２－１－１）、教職課程委員会において教職課程を受講している学生一人ひとりについて

その基準に合致しているかどうかを確認し、組織的に学生を支援し育成する体制がとられ

ている。 

〔長所・特色〕 

教職を担うべき学生を適切な形で育成するために、本学で行われている長所・特色とし

て、細やかな指導を挙げることができる。そもそも本学は少人数教育によるきめ細やかな

指導を標榜しており、大きな特徴である。教職課程においてもその特徴は守られている。

たとえば、教員が各学生の資質を把握し、それに応じて教員が高い頻度で行われる面接指

導などの教職指導を行っている。これは、学生の側から見ると教員との距離が近く、丁寧

に指導してもらえているという実感に繋がっている。さらに、そうしたきめ細やかな指導

は、学生同士の協働性を育むことにも繋がっていることが、学生の声から明らかとなって

いる（資料２－１－２）。 

〔取り組み上の課題〕 

 教職を担うべき学生の育成を組織として考えた場合、課題として挙げられるのは、教員

の連携であろう。「教科及び教科の指導法に関する科目」については当該学科の教員が担

当し、「教育の基礎的理解に関する科目」等については、児童教育学科や心理学科の教員

が担当するという体制がとられている。学生の育成を丁寧に行うことを考えた場合、同僚

性の構築をより一層進める必要があるだろう。また、学生確保も課題である。各学科の協

力も得て、教員の魅力や副免許のとりやすさをアピールするパンフレットの配布を予定し

ている。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－１－１：川村学園女子大学『履修案内 2023 年度』pp.159-160 

・資料２－１－２：川村学園女子大学「教員採用試験合格記」（児童教育学科・中

高教職課程）より「振り返り・後輩へのアドバイス」抜粋（『令和 5 年度教職課程

自己点検評価報告書データ集』データ５） 
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基準項目２－２ 教職へのキャリア支援 

〔現状説明〕 

本学の教職課程では教育委員会や教職に就いている卒業生と連携した機会を定期的に設

け、教職に就くため、就いた際の有益な情報を提供することに努め、組織的に教職を目指

す学生のキャリア支援に取り組んでいる。 

〔長所・特色〕 

教育委員会や地域の多様な人材と連携した機会としては、千葉県の求める教員像、教育

施策や教員研修のあり方、教員採用試験の状況に関して学ぶことのできる機会を複数、継

続的に提供している（資料２－２－１、２、３）。 

また、教職センター主催で、夏期と春期に教員採用試験対策講座を（資料２－２－４, 

５）、教員採用試験に向けた指導として教員採用試験二次対策講座を開催した（資料２－

２－６）。特に令和 5 年度は、教員採用選考試験一次試験の 3 年次受験への対策として、

夏期春期の教員採用対策講座への 2 年生の参加を積極的に促した。こうした取り組みによ

って、本学の令和５（2023）年度の教員採用試験の合格率は、中高教員採用試験一次合格

率 57％、二次合格率 63％、小学校教員採用試験一次合格率 88％、二次合格率 95％であっ

た。また、3 年次受験の合格率は、90％であった。（資料２－２－７、８）。中高教職課

程・児童教育学科では「教員採用試験合格記」を作成し、教職課程を履修している下級生

全員に配布している（資料２－２－９）。その他、教職に就いている卒業生との交流の機

会としては、児童教育学科の卒業生が集う機会である G オフィスを定期的に開催してい

る。キャリア支援という意味では、G オフィスは、意見交換の場のみならず、テーマに沿

った学びの機会も提供している（資料２－２－１０）。 

各学科における、教職へのキャリア支援の取り組みの具体例では、すべての学科にお

いて相談や面談を適宜実施し、学生の教職に就こうとする意欲や適性を把握するととも

に、ニーズに合わせた履修指導を行っている。さらに、学生同士の連携と情報の共有を

図り、各教科の指導法において、学習指導案作成と模擬授業についての充実した支援が

行われており、教科の学びにおいても、教育現場を念頭においた指導を行っている。 

〔取り組み上の課題〕 

本学の教職課程においては、外部講師ガイダンスや教員採用試験対策講座などの教職セ

ンターによるキャリア支援のみならず、各学科の教職課程においても、さまざまな形でキ

ャリア支援を行っている実態が明らかとなった。引き続き学生一人ひとりがよりよく生き

ることであり、学生一人ひとりの人生を見据えてのキャリア支援を行っていく。 
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 外部との交流については、頻度についてはコロナ以前とほぼ同じ水準に回復していると

言える。しかし、質については変化した面もある。たとえば、G オフィスでは、コロナ禍

以前は、年齢的に上の卒業生が多かったが、現在は、卒業してすぐの卒業生が多く集まる

ようになっている。若い教員へのアドバイスを豊かにしていくことを考えると、コロナ禍

以前のように、年齢的に上の卒業生の参加を回復していくことが課題である。また、G オ

フィスのような取り組みを、全学的な取り組みとして行っていくことも必要であろう。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－２－１：千葉県教育庁主催「千葉県・千葉市公立学校教員採用候補者選考説明

会」（『令和 5 年度教職課程自己点検評価報告書データ集』６） 

・資料２－２－２：千葉県教育庁主催「先生っていいもんだ」（『令和5年度教職課程自己

点検評価報告書データ集』データ７） 

・資料２－２－３：千葉県教育庁東葛飾事務所主催「東葛地区の先生になろう」（『令和 5

年度教職課程自己点検評価報告書データ集』データ８） 

・資料２－２－４：令和 4 年度「夏期教員採用試験講座」時間割（『令和 5 年度教職課程

自己点検評価報告書データ集』データ９） 

・資料２－２－５：令和 4 年度「春期教員採用試験講座」時間割（『令和 5 年度教職課程

自己点検評価報告書データ集』データ１０） 

・資料２－２－６：「教員採用試験二次対策講座」実施要領（『令和 5 年度教職課程自己点

検評価報告書データ集』データ１１） 
・資料２－２－７：川村学園女子大学 HP「小学校教員を目指すなら川女へ！ ＜教員採用

試験二次の結果＞」 

 (URL: https://www.kgwu.ac.jp/2023/10/29/【結果発表】教員採用二次試験－小学校教

員を目/） 

・資料２－２－８：「過去 3 年間教員採用選考の結果」（大学 HP 掲載予定） 

(『令和 5 年度教職課程自己点検評価報告書データ集』 データ１２）  

・資料２－２－９：川村学園女子大学児童教育学科「教員採用試験合格記」（『令和 5 年度

教職課程自己点検評価報告書データ集』データ１３） 

・資料２－２－１０ ：「川村学園女子大学Ｇオフィス告知」（2024 年 2 月 3 日開催）（『令

和 5 年度教職課程自己点検評価報告書データ集』データ１４）
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基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム  
基準項目 ３－１ 教職課程カリキュラムの編成・実施 

〔現状説明〕 

本学の教職課程のカリキュラムの編成や実施における取組を述べる。基準項目１－１や

２－１で述べた通り、学生が目的をもって教職課程での学びを進められるように、「教職

課程履修カルテ」「保育・教職実践演習カルテ」「栄養教諭履修カルテ」を用いた教職指導

を行っている。また、基準項目２－１で述べた通り、教員としての資質・能力を担保する

ために、教育実習の履修条件を定めている。 

また、基準項目１―２で述べたように、ICT 機器の活用による情報活用能力の育成やア

クティブ・ラーニングなどによる課題発見能力・課題解決能力を育成することも、これか

らの教師を育成することに鑑みカリキュラムに工夫が求められるところである。 

〔長所・特色〕 

ICT 活用のスキル育成のために、全教員、学生に付与されている Microsoft 365、全学

生に配布された iPad を積極的に活用していることは基準項目２―１で既に述べた。 

アクティブ・ラーニングについては、すべての教科において模擬授業を繰り返し行う

が、模擬授業内でアクティブ・ラーニングやグループワークの実践が行われる。それに加

え、毎回の模擬授業終了後に全員で批評を交わし、授業内容改善につなげている。実際の

授業実践でも生徒とのやり取りや資料の読み取りについてなど、学生による相互批評の形

で議論し、アクティブ・ラーニングへの意識を高めるようにしている。 

特色ある取り組みについて示す。教育の基礎的理解に関する科目において注目されるの

が、「教職論」における「差別体験授業」であろう。これは、学生が疑似的な性差別を体

験し、子どもの人権を尊重する方法について学んでいる。「学校体験活動」や「介護等体

験（事前・事後指導）」は、本学においては「大学が独自に設定する科目」として単位化

されている。ともに「教育の基礎的理解に関する科目」を担当する教員が担当し、現場で

の学びがより深まるように「理論と実践の往還」を重視した工夫がなされているのも、本

学の教職課程のカリキュラムの大きな特色と言えるだろう。「学校体験活動」において

は、年 6 回、我孫子市湖北地区公民館の「寺子屋コホミン」の事業に共催して、市内の小

学生に 1 対１の学習支援を行っている（資料３－１－１）。その振り返りにおいて、学生

が目標の反省を述べ、館長・副館長が、個別指導の評価（良かった点と次回の努力点）を

行う。他の学生の小学生への関わり方を聞く中で、今後自分の支援に役立てようと考え、

自分の視点とは違う切り込み方を学び、体験を通して、深い学びが形成されている。また

「介護等体験（事前・事後指導）」ではアポイントの取り方、手紙の書き方といった基本

的なスキルの指導を丁寧に行ったり、我孫子市湖北地区公民館の「学び舎コホミン」での
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ボランティアを踏まえた介護等体験が可能になる、介護等体験の経験を共有することがで

きるなど、単位化したことによって体験活動での学びを深める機会を多く提供することが

可能となっている。カリキュラムについていえば、本学ではこれらの科目は 2 年次で履修

することになっており、3 年次での教育実習を見据えて指導が行われている。 

〔取り組み上の課題〕 

以上「教職課程カリキュラムの編成・実施」の諸課題のうち、ICT 機器の活用による情

報活用能力の育成やアクティブ・ラーニングなどによる課題発見能力・課題解決能力を育

成といった現代的な課題に本学の教職課程がどのように取り組んでいるかを中心に確認し

てきた。ここで明らかになったことは、こうした課題に対して各学科において、特色ある

学びが展開されていることである。他方で、現状として、そうした特色ある取り組みが学

科を越えて共有されているとは言いがたい。教職課程の質を高めていくことを考えた場

合、よい事例は積極的に共有し、各教員が授業改善につなげていく必要があるだろう。そ

のためにも、学科を越えて好事例を共有するための取り組みが求められている。また、

ICT に関連して、ChatGPT などの生成 AI はこれからの教育現場においても、その影響を無

視できないものになると思われるが、どのように生成 AI と向き合うかという課題は個々

の科目ではなく組織的に取り組まれるべきであろう。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－１－１：川村学園女子大学 HP「体験は全ての礎（学校体験活動から）」 

(URL：https://www.kgwu.ac.jp/2023/05/29/体験は全ての礎（学校体験活動から）） 

 

基準項目  ３－２ 実践的指導力育成と地域との連携 

〔現状説明〕 

本学では、平成 19(2007)年に我孫子市及び我孫子市教育委員会と協定を締結し、人材

の育成と住みよいまちづくりの発展を目指し、市のまちづくりの施策の推進と大学の目指

す社会との連携や地域貢献活動を目的に、その達成のため、お互いに協力し推進をはか

り、市立小中学校における学習補助としての学生ボランティアの活用などを実施している

（資料３－２－１）。各学科では、これまで築いてきた地域、教育委員会との関係の中

で、教育の現場に出向き学ぶことができる機会を充実させている。 

〔長所・特色〕 

上記のような機会を生かし、教科の実践的指導力を育成する工夫を挙げる。 

文学部国際英語学科では、「英語科教育法Ⅰ」において、地元の公立中学校へ授業見学

に行き、現職の教員による授業を参観している。また、「21CoDOMoS」（学芸大学作成）を

視聴し、中学校英語科の授業展開を学習している。史学科では、「教職インターンシッ
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プ」や教員養成事業「ちば！教職たまごプロジェクト」に参加する学生に対して学科とし

て支援と指導を行っている。 

教育学部幼児教育学科、生活創造学部生活文化学科では、さまざまな講演会、体験活

動、ワークショップ、ボランティア活動を通じて指導計画の立案や取得する教諭免許状の

特性に応じた実践的指導力を育成につなげている。 

教育学部児童教育学科における「学校体験活動」では、我孫子市内の学校参観、元養護

教諭を招き、「アレルギー対応（含む：エピペンを打つ練習）・救急対応・健康診断・予防

接種」・「いのち こころ からだの授業展開」等の講話を実施した。「特別支援教育」で

は、地域の公民館で行われている、障害を持つ人の障害学習講座や、我孫子特別支援学校

のボランティアに積極的に参加し、障害をもつ人と実際にふれあう機会を多く設けて、講

義と実際の障害者の様子を往還的に学べるように工夫している。また、近隣の小学生 3 年

生～6 年生を対象とした「夏休み特別教室」を開催し、学内オリエンテーリングにおいて

は学生が主体となって楽しみながら学べるクイズラリーを行った。また、近隣小学校の

「町はっけん」への協力、我孫子市教育委員会主催・小学校高学年を対象とした宿泊を伴

う体験活動「手賀の丘フレンドシップツアー」（2 回）でのボランティア活動など、地域

の子どもの実態を肌で感じつつ、大学での学びを実践的に応用できる機会を提供している

（資料３－２－２、３、４）。 

学校外での学びとして教育実習に次いで大きな規模で行われているのが、3 年次で履修

する「教職インターンシップ」である。これは前述の通り、千葉県が行っている「ちば！

教職たまごプロジェクト」や茨城県が行っている「教師塾」等に参加することを主眼とし

た科目である。 

〔取り組み上の課題〕 

本学の教職課程では、学生の実践的指導力を育成するために地域や学校外との連携が積

極的に行われていることが明らかとなった。教育実習や各種ボランティアのみならず、各

学科においても地域や学校外との連携を通して学びの機会を充実させている。この良好な

関係は、各教員がもつパイプによって維持されている本学の教職課程の財産といってもい

いであろう。したがって、これをいかに維持し、安定したものにしていくかが今後の課題

となってくるだろう。また、地域や学校外との連携という点でいえば、どうしても学科に

おいて取り組みに差が出てきてしまう。たとえば「教職インターンシップ」は、児童教育

学科と中高教職課程の両方で開講されているが、児童教育学科における受講率は 6 割（令

和 5（2023）年度 3 年生のうち）に達するのに対し、中高教職課程の受講者はわずかであ

る。 
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実践的指導力の育成についていえば、こうした実践の場の学びにおける理論の重要性を

指摘する声が教員から聞かれた。実践的指導力を高めるうえで、各種の体験的な学びが重

要であることは言うまでもない。とはいえ、そうした体験を十全に学びに活かすために

は、その意味を理解し解釈するための理論が重要である。理論が実践を下支えし、深みを

与えてくれるのである。学生自身の理論と実践の往還を可能とするためにも、教員同士が

連携して学生の学びを援助することが求められていると言えよう。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－２－１：川村学園女子大学「令和 4 年度 自己点検・評価報告書」

p.82 

（URL: https://www.kgwu.ac.jp/wp-

content/uploads/2023/10/2022jikotenken.pdf） 

 

・資料３－２－２：川村学園女子大学 HP「夏休み特別教室（小学３～６年生対

象）」開催のお知らせ（URL: https://www.kgwu.ac.jp/2023/07/14/「夏休み特別教室

（小学３～６年生対象）」開催/） 

 

・資料３－２－３：「我孫子市立第二小学校 2 年生生活科『町はっけん』見学科

目」川村学園女子大学児童教育学科作成資料 

（『令和 5 年度教職課程自己点検評価報告書データ集』データ１５） 

 

・資料３－２－４：我孫子市 HP「令和 5 年度 手賀の丘フレンドシップツアー

（第 2 回）」 

（URL:https://www.city.abiko.chiba.jp/event/event_moyooshi/seishonen/H30fri

endshiptour.html）
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Ⅲ．総合評価 

全体として各学科できめ細やかな指導がなされている。また、成績のふるわない学生に

再聴講を認めるなど、資格を与えることではなく、教員となることを見据え力を身に付け

させることを主眼とした教育がなされている。実務家教員も多く、授業の多くが教育現場

を強く意識したものとなっている。また、授業外でも教員採用試験対策を充実させてい

る。 

アクティブ・ラーニングや情報活用能力、ICT 活用能力といった、現在教員に求められ

ている資質・能力の育成に対応する学びを提供する工夫がなされている。さらに、地域を

はじめとした学校の外部との連携を深めている。これにより、理論と実践の往還が成立し

ている。今後は、SD や FD などの研修、あるいはこの自己点検などを通して、学科の壁を

越えて有益な情報やスキルを共有することが求められていると言えるだろう。 

 

Ⅳ 「教職課程自己点検評価報告書」作成プロセス 

 本学において、年度当初に教職課程委員会によって教職課程自己点検評価の実施が決

定され、「教職課程自己点検評価報告書」（以下「報告書」と記す）の作成に向けて教職セ

ンターと修学支援室のメンバーで構成されたワーキンググループを立ち上げた。ワーキン

ググループの打ち合わせ（令和 5（2023）年 7 月 26 日）において、「報告書」作成のプロ

セスとスケジュールを確認した。ここで、本学の規模ならびに教職課程の運営状況に鑑み

て、昨年に引き続きフォーム２を用いること、今年度は ICT の活用を中心に各学科からの

情報を集約して「報告書」を作成する方針が確認された。「報告書」作成は適切に作成す

ることが求められるため、全国私立大学教職課程協会や関東地区私立大学教職課程研究連

絡協議会のシンポジウム等で提示される情報をフォローし、こうした情報は必ず教職セン

ターで共有し、各学科の担当者が情報にアクセスできるように努めた。8 月～9 月にかけ

て、各学科の教職課程における自己点検を実施した。そして、10 月以降にそれらをワー

キンググループにおいて取りまとめ、「報告書」としてまとめる作業を行った。並行し

て、「報告書」に必要な各種データの収集も行った。また、全学的に実施された FD（令和

5（2023）年 11 月 22 日）において、「令和 5 年度教職課程自己点検評価について」という

タイトルで、ワーキンググループのメンバーによる発表を行った。このような全学的な

FD の場での発表は、教職課程の教育に直接的に関わることの少ない教員に対して、教職

課程の内実を知り全学的に教職課程の教育を推進していく必要性を認識してもらう上で重

要な機会となった。さらに自己点検の取りまとめが進展した段階で、教職課程委員会（令
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和 6（2024）年 2 月 7 日）にて自己点検の内容を共有した。2 月～3 月には「報告書」の

最終的な修正等を行った。作成された「報告書」は、教職センター会議（持ち回り）及び

教職課程委員会（持ち回り）で最終的な確認を行い、自己点検評価委員会並びに部局長会

において、正式な「報告書」として承認された。 
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Ⅴ 現況基礎データ一覧           令和５（2023）年５月１日現在 

 

法人名 

学校法人 川村学園 

大学・学部名 

川村学園女子大学 文学部  

学科・コース名（必要な場合） 

国際英語学科  

1 卒業者数、教員免許状取得者数、教員就職者数等                 

①  昨年度卒業者数 ３５名 

②  ①のうち、就職者数 

（企業、公務員等を含む） 

３２名 

③  ①のうち、教員免許状取得者の実数 

（複数免許状取得者も 1 と数える） 

５名 

④  ②のうち、教職に就いた者の数 

（正規採用＋臨時的任用の合計数） 

 ２名 

④のうち、正規採用者数  １名 

④のうち、臨時的任用者数  １名 

２ 教員組織 
   

 教授 准教授 講師 助教 その他（      ） 

教員数 ３名 １名 １名 １名 
 

相談員・支援員など専門職員数 １名                              
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法人名 

学校法人 川村学園 

大学・学部名 

川村学園女子大学 文学部  

学科・コース名（必要な場合） 

史学科 

1 卒業者数、教員免許状取得者数、教員就職者数等                 

① 昨年度卒業者数 ３９名 

② ①のうち、就職者数 

（企業、公務員等を含む） 

３２名 

③ ①のうち、教員免許状取得者の実数 

（複数免許状取得者も 1 と数える） 

３名 

④ ②のうち、教職に就いた者の数 

（正規採用＋臨時的任用の合計数） 

 ３名 

④のうち、正規採用者数  １名 

④のうち、臨時的任用者数  ２名 

２ 教員組織 
   

 教授 准教授 講師 助教 その他（      ） 

教員数 ４名 １名 ３名  
 

相談員・支援員など専門職員数 １名                              
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法人名 

学校法人 川村学園 

大学・学部名 

川村学園女子大学  

学科・コース名（必要な場合） 

心理学科 

1 卒業者数、教員免許状取得者数、教員就職者数等                 

① 昨年度卒業者数 ３８名 

② ①のうち、就職者数 

（企業、公務員等を含む） 

２３名 

③ ①のうち、教員免許状取得者の実数 

（複数免許状取得者も 1 と数える） 

０名 

④ ②のうち、教職に就いた者の数 

（正規採用＋臨時的任用の合計数） 

０名 

⑤ のうち、正規採用者数 ０名 

④ のうち、臨時的任用者数 ０名 

２ 教員組織 
   

 教授 准教授 講師 助教 その他（      ） 

教員数 ６名 １名 １名 １名 
 

相談員・支援員など専門職員数 １名                              
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法人名 

学校法人 川村学園 

大学・学部名 

川村学園女子大学  

学科・コース名（必要な場合） 

日本文化学科  

1 卒業者数、教員免許状取得者数、教員就職者数等                 

① 昨年度卒業者数 ３４名 

② ①のうち、就職者数 

（企業、公務員等を含む） 

２６名 

③ ①のうち、教員免許状取得者の実数 

（複数免許状取得者も 1 と数える） 

４名 

④ ②のうち、教職に就いた者の数 

（正規採用＋臨時的任用の合計数） 

 ４名 

④のうち、正規採用者数  １名 

④のうち、臨時的任用者数  ３名 

２ 教員組織 
   

 教授 准教授 講師 助教 その他（      ） 

教員数 ４名 １名 １名  
 

相談員・支援員など専門職員数 １名                             
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法人名 

学校法人 川村学園 

大学・学部名 

川村学園女子大学 教育学部  

学科・コース名（必要な場合） 

幼児教育学科  

1 卒業者数、教員免許状取得者数、教員就職者数等                 

⑥  昨年度卒業者数 ３５名 

⑦  ①のうち、就職者数 

（企業、公務員等を含む） 

３４名 

⑧  ①のうち、教員免許状取得者の実数 

（複数免許状取得者も 1 と数える） 

３４名 

⑨  ②のうち、教職に就いた者の数 

（正規採用＋臨時的任用の合計数） 

１１名 

④のうち、正規採用者数 １１名 

④のうち、臨時的任用者数  ０名 

２ 教員組織 
   

 教授 准教授 講師 助教 その他（     ） 

教員数 ４名 ３名 ３名   

相談員・支援員など専門職員数 ２名                              
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法人名 

学校法人 川村学園 

大学・学部名 

川村学園女子大学 教育学部  

学科・コース名（必要な場合） 

児童教育学科  

1 卒業者数、教員免許状取得者数、教員就職者数等                 

① 昨年度卒業者数 ２３名 

② ①のうち、就職者数 

（企業、公務員等を含む） 

２２名 

③ ①のうち、教員免許状取得者の実数 

（複数免許状取得者も 1 と数える） 

２３名 

④ ②のうち、教職に就いた者の数 

（正規採用＋臨時的任用の合計数） 

１７名 

④のうち、正規採用者数 １１名 

④のうち、臨時的任用者数  ６名 

２ 教員組織 
   

 教授 准教授 講師 助教 その他（      ） 

教員数 ６名 ２名 １名  
 

相談員・支援員など専門職員数 ４名                              
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法人名 

学校法人 川村学園 

大学・学部名 

川村学園女子大学 生活創造学部  

学科・コース名（必要な場合） 

生活文化学科  

1 卒業者数、教員免許状取得者数、教員就職者数等                 

⑩  昨年度卒業者数 ３０名 

⑪  ①のうち、就職者数 

（企業、公務員等を含む） 

２４名 

⑫  ①のうち、教員免許状取得者の実数 

（複数免許状取得者も 1 と数える） 

３名 

⑬  ②のうち、教職に就いた者の数 

（正規採用＋臨時的任用の合計数） 

 ２名 

④のうち、正規採用者数  １名 

④のうち、臨時的任用者数  １名 

２ 教員組織 
   

 教授 准教授 講師 助教 その他（    ） 

教員数 ７名 ３名 ２名   

相談員・支援員など専門職員数 ２名                              

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川村学園女子大学『令和 5年度教職課程自己点検評価報告書』データ集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

目次 

 

【資料１－１－１ データ１】中高教職課程「教職課程履修カルテ」（中高英語）・・・・・・・・・・・・１ 

 

【資料１－１－２ データ 2】中高教職課程「教職論」のシラバス・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

 

【資料１－２－３データ 3】「令和 4年度 教職科目の授業評価アンケートの分析」・・・・・・・・・１３ 

 

【資料１－２－５ データ 4】FD「令和 5 年度教職課程自己点検評価について」資料・・・・・・・・・１７ 

 

【資料２－１－２ データ 5】川村学園女子大学「教員採用試験合格記」（児童教育学科・中高教職課程）より 

「振り返り・後輩へのアドバイス」抜粋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 

 

【資料２－２－１ データ 6】千葉県教育庁主催「千葉県・千葉市公立学校教員採用候補者選考説明会」・２４ 

 

【資料２－２－２ データ 7】千葉県教育庁主催「先生っていいもんだ」開催通知・・・・・・・・・・２５ 

 

【資料２－２－３ データ 8】千葉県教育庁東葛飾事務所主催「東葛地区の先生になろう」開催通知・・２６ 

 

【資料２－２－４ データ 9】令和 5年度「夏期教員採用試験講座」時間割・・・・・・・・・・・・・２７ 

 

【資料２－２－５ データ 10】令和 5年度「春期教員採用試験講座」時間割・・・・・・・・・・・・・・２８ 

 

【資料２－２－６ データ 11】「教員採用試験二次対策講座」実施要領・・・・・・・・・・・・・・・３３ 

 

【資料２－２－８ データ 12】「過去 3年間教員採用選考の結果」・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５ 

 

【資料２－２－９ データ 13】川村学園女子大学児童教育学科「令和 5年度教員採用試験合格記」より 

表紙、目次・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３６ 

 

【資料２－２－１０ データ 14】「川村学園女子大学Ｇオフィス告知」（2024年 2月 3日開催）・・・・・３８  

 

【資料３－２－３ データ 15】「我孫子市立第二小学校 2 年生生活科『町はっけん』見学科目」（2022 年 11 月 11

日実施）川村学園女子大学児童教育学科作成資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９ 

 



1 

 

【資料１－１－１ データ１】中高教職課程「教職課程履修カルテ」（中高英語） 

 



2 

 

 



3 

 



4 

 



5 

 



6 

 



7 

 



8 

 



9 

 



10 

 



11 

 

 



12 

 

【資料１－１－２ データ 2】中高教職課程「教職論」のシラバス 

 

 



13 

 

【資料１－２－３ データ 3】「令和 4 年度 教職科目の授業評価アンケートの分析」 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 



15 

 



16 

 

 



17 

 

【資料１－２－４ データ 4】FD「令和 5 年度教職課程自己点検評価について」資料 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21 

 

【資料２－１－２ データ５】川村学園女子大学「教員採用試験合格記」（児童教育学科・中高教職課程）より 

「振り返り・後輩へのアドバイス」抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24 

 

【資料２－２－１ データ６】千葉県教育庁主催「千葉県・千葉市公立学校教員採用候補者選考説明会」開催通知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



25 

 

【資料２－２－２ データ７】千葉県教育庁主催「先生っていいもんだ」開催通知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



26 

 

【資料２－２－３ データ８】千葉県教育庁東葛飾事務所主催「東葛地区の先生になろう」開催通知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



27 

 

【資料２－２－４ データ９】令和 5 年度「夏期教員採用試験講座」時間割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

 

【資料２－２－５ データ１０】令和 5 年度「春期教員採用試験講座」時間割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



32 

 

 



33 

 

【資料２－２－６ データ１１】「教員採用試験二次対策講座」実施要領 

 

 

 



34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



35 

 

【資料２－２－８ データ 1２】「過去 3 年間教員採用選考の結果」（大学 HP 掲載予定 データ１１） 

 

  



36 

 

【資料２－２－９ データ１３】川村学園女子大学児童教育学科「令和 5 年度教員採用試験合格記」より表紙、

目次 



37 

  



38 

 

【資料２－２－１０ データ１４】「川村学園女子大学Ｇオフィス告知」（2024 年 2 月 3 日開催）

 

 

 

 



39 

 

【資料３－２－４ データ１５】「我孫子市立第二小学校 2 年生生活科『町はっけん』見学科目」（2022 年 11 月

11 日実施）川村学園女子大学児童教育学科作成資料 

 

 

 


